
「野紺菊」 

いそはたみか 

 

 

 

近年は夏からすぐに冬になってしまい、秋が

短くなった印象ですが、秋は実りの季節。かつ

ては収穫を感謝する秋祭りが各地で開催され

ていました。その祭りで披露されていた愛知県を

代表する民俗芸能「棒の手」。ご存じでしょう

か。現在日進市では浅田町で毎年行われて

います。 

棒の手は農民が自衛のために訓練した棒術

や神事芸能から発生したものとされますが、そ

の起源の 1 つに岩崎城が関わる話があります。

天文 23（1553）年、岩崎城主丹羽氏次が加

賀の浪人を家臣とし、領民に棒術を教えさせ、

優れたものを従え、猿投神社に奉納したという

もの。丹羽氏次は天文 20 年生まれですから、

氏次がというのはあり得ないですが、桶狭間の

戦い以前、この尾三国境地域は織田、今川、

松平などが争う戦の多い地域でした。農民たち

が自衛、そして足軽として徴用された時のため

に武芸を磨いても不思議はないと思われます。

それがやがて民衆の芸能への変化していった

のかもしれません。 

天正 12（1584）年、岩崎城の戦いでは岩崎

城下の町人らが参加したと伝わります。町人と

言われると戦うイメージが湧かないかもしれませ

んが、棒術の訓練が施された町人たちであった

なら、池田軍を足止めした丹羽家の功績は町

人たちの頑張りも関係したかもしれません。 

岩崎城も大きく関わる棒の手。10月 25日に

棒の手に関するイベントを実施予定ですので、

興味ある方は岩崎城へお問い合わせください。
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歴史講座 

各回先着 30名（1回ごと

に募集）、参加無料 

会場：岩崎城歴史記念館 

第 3回 

「みよしの考古学」 

講師：平井義敏（みよし市
歴史民俗資料館 学芸員） 

日時：10 月 18 日(土) 

１3：3０～１5：００ 

みよし市学芸員平井氏を

お招きし、考古学から日進

市とみよし市の歴史の共

通点、相違点などについて

お話しいただきます。 

2 階。市内の方優先、市

外の方も参加可能。 

申込：③10 月 4 日（土）

9：00～、④10 月 26 日

（日）9：00～岩崎城まで

お電話ください。 

第 4回 

「見に行こう！ 

尾張旭の文化財」 
講師：藤森あかね（尾張

旭市 学芸員） 

日時：11 月8 日(土) 

１3：3０～１5：００ 

「馬の塔」や「白山林の戦

い」など、日進市にもゆか

りのあるものをはじめとし

た尾張旭市の歴史や文化

財を、実際に見学できるも

のを中心に紹介します。 

「ほら貝作り教室」 

11 月 15 日22 日29 日

(全て土曜日、全 3 回連

続講座)10：00～12：00 

申込：10月 25日（土）～ 

戦の合図に用いられたほら貝

を作ってみませんか？持物：

牛乳パック（開いていない状

態）、軍手、汚れてもいい服、

使い捨て歯ブラシ、マイナスド

ライバー。先着 10名 

 

「貝合わせ教室」 
11 月2 日(日) 

14：00～16：00 

申込：10月 11日（土）～ 

伝統文化としての「貝合わせ」

を学びながら、手軽に扱える

絵の具を使って一対の蛤貝に

絵付けをし、自分オリジナルの

一品を作ります。 

 

  

 

 

 
◆開館時間 

9：00～17：00 

 

◆休館日 

月曜日 

(祝日の場合は開館) 

12 月 28日～1月 4日 

 

イベント情報 



「棒の手」とは愛知県の中央部、尾張と三河

の国境を中心に分布する民俗芸能です。もとも

とは棒と棒で立ち合うものですが、江戸時代後

半から、剣、薙刀、槍、鎖鎌など真剣を使うよう

になったといわれています。日進を含むこの地

域では馬の頭の警固として棒の手が深く関わ

っていました。他の武術と同じように棒の手に

も流派があり、現在では浅田町の見当流が保

存会の人たちによって伝えられています。 
（参考）鬼頭秀明編 1988．祭りと伝承 馬の頭と棒の手．日進

町教育委員会発行． 

第
3 9
回 

日
進
市
菊
花
大
会 

 

今
年
も
菊
花
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
岩
崎
城
址
公
園
内

に
大
輪
の
菊
や
艶
や
か
な
山
菊
な
ど
、
様
々
な
種
類
の
菊
が
そ
ろ

い
ま
す
。秋
の
花
・
菊
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

■
期
間 

11
月

1
日(

土)
～
16
日(

日) 
 

9
時
～
16
時

30
分 

観
覧
無
料 

 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
来
城
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

 

日進の民俗芸能 

棒の手とは？ 

冬の特別展 

「戦国武将 丹羽氏次」 
 伊保１万石の大名に出世した４代岩崎

城主・丹羽氏次。各地に眠る氏次ゆかり

の名品からその生涯に迫ります。 

■展示期間 

12月 13日(土)～1月 25日(日) 
前期：12月 13日（土）～27日（土） 
後期：1月 6日（火）～25日（日） 

■展示場所 

岩崎城歴史記念館 

■開館時間 

9：00～17：00 

■観覧料 

無料 

棒の手フェスタ 開催決定！ 

【日時】2025年 10月 25日（土）10：00

～12：00【場所】日進市民会館小ホール

【子ども向け・入場無料・要申込】 

●歴史大好き芸人房野さん棒の手授業！ 

●四郷地区棒の手保存会演武披露 

●棒の手の体験会 
詳しくはコチラ→ 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

 

む
か
し
、
大
廻
間
地
内
の
田
ん
ぼ
の
中
の
塚
に
、
天
を
つ
く

よ
う
な
榎
の
大
木
が
一
本
立
っ
て
お
り
、
そ
の
大
木
の
根
元
に

お
地
蔵
さ
ん
が
た
っ
て
い
た
。
「
あ
ら
ば
た
地
蔵
さ
ん
」
と
い
っ

て
い
た
。 

地
蔵
さ
ん
は
誰
が
お
参
り
す
る
の
か
、
い
つ
も
赤
や
青
や
、

黄
色
の
よ
だ
れ
か
け
を
か
け
て
立
っ
て
い
た
。
お
地
蔵
さ
ん

は
、
道
を
通
る
人
々
の
安
全
を
守
っ
て
下
さ
る
の
だ
が
、
そ
の

他
に
も
里
人
の
願
い
を
聞
い
て
下
さ
る
地
蔵
さ
ん
で
も
あ
っ

た
。
里
に
「
お
こ
り
」
と
い
う
熱
病
が
あ
っ
た
。
そ
の
お
こ
り
が

出
た
と
き
、
あ
ら
ば
た
地
蔵
さ
ん
を
荒
縄
で
三
重
に
し
ば
っ

て
お
ね
が
い
を
す
る
と
、
や
が
て
ふ
し
ぎ
に
熱
が
お
さ
ま
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
で
か
な
ら
ず
お
礼
参
り
を
し

て
、
荒
縄
を
と
い
て
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

『あ
ら
ば
た
地
蔵
さ
ん
』  

       

  

収
蔵
品
紹
介 
岩
崎
の
民
話 

※
お
こ
り
・・・
蚊
を
媒
介
し
て
発
症
す
る
感
染
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

新 

『棒 ぼ
う

ノ
手 て

免
状

め
ん
じ
ょ
う

』巻
子
・天
保
十
一
年 

図 

『
棒
の
手
免
状
』
前
半
部
分
の
写
真 

こ
の
資
料
は
岩
崎
村
に
伝
わ
る
棒
の
手

「
見 け

ん

当
流

と
う
り
ゅ
う

」
の
棒
の
手
の
免
状

め
ん
じ
ょ
う

で
、
二
〇

二
五
年
七
月
に
寄
贈
を
受
け
、
岩
崎
城
歴

史
記
念
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
免
状

と
は
そ
の
流
派
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
証

と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
巻
物
の
前
半
に

は
「
散
し
」
「
天
狗
だ
お
い
」
「
笠
の
羽
」
「
水

引
」
な
ど
の
見
当
流
の
「
型
」
が
書
か
れ
、
後

半
に
は
見
当
流
を
引
き
継
い
だ
人
の
名
前

が
並
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
岩
崎
で
は
棒
の

手
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
棒
の
手

に
関
す
る
資
料
と
こ
の
岩
崎
の
免
状
を
比

較
し
て
み
る
と
、
か
つ
て
岩
崎
で
行
わ
れ

て
い
た
棒
の
手
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 


